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釈
文
の
訂
正
と
追
加

（七
）

や
ま

だ

で
ら

奈
良

・
山

田

寺

跡

第

五

二

二

上

三
己

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
桜
井
市
山
田

調
査
期
間
　
　
一　
第

一
次
調
査
　
一
九
七
六
年

（昭
５．
）
四
月
―
一
〇

月
、
二
　
第
二
次
調
査
　
一
九
七
八
年

一
月
―
七
月
、

三
一　
第
四
次
調
査
　
一
九
八
二
年
八
月
１
一
九
人
三
年

一

月
、
四
　
第
七
次
調
査
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
一
〇
月

１
一
九
九
〇
年
二
月
、
五
　
第
八
次
調
査
　
一
九
九
〇
年

人
月
１
一
二
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

調
査
担
当
者
　
一
・
一
一　
代
表
　
工
藤
圭
章
、
三
　
代
表

狩
野
　
久

四

・
五
　
代
表
　
牛
川
喜
幸

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代
１
鎌
倉
時
代

木
簡
の
釈
文

・
内
容

山
田
寺
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
五

。
一
二
・
一
三
号
に
お
い
て
、

第
四

・
七

。
人
次
調
査
出
上
分
を
報
告
し
た
。
そ
の
後
、
『山
田
寺
発
掘
調
査

報
告
』
（以
下

『報
工足

と
略
称
）
に
お
い
て
、
第

一
・
二
次
調
査
で
木
簡
が
出

土
し
て
い
た
事
実
が
公
表
さ
れ
、
既
発
表
の
木
簡
に
つ
い
て
も
釈
文
の
一
部
が

変
更
さ
れ
た
。
本
稿
は

『報
告
』
刊
行
後
の
再
調
査
成
果
も
踏
ま
え
、
現
段
階

で
の
釈
文
を
紹
介
す
る
。
以
下
、
木
簡
出
土
遺
構
と
点
数
を
次
数
別
に
記
す
。

第

一
次
調
査
で
は
、
碁
東
側
に
広
が
る

一
〇
世
紀
の
バ
ラ
ス
敷
か
ら
二
点
出

上
し
た
。
バ
ラ
ス
敷
は
回
廊
内
の
ほ
ぼ
全
面
に
広
が
っ
て
お
り
、
厚
さ
は
○

・

一
―
〇

・
二
ｍ
。
粘
土

・
砂
互
層
堆
積
Ａ

（
一
一
世
紀
前
半
に
東
面
回
廊
を
倒
壊

さ
せ
た
土
砂
崩
れ
の
流
入
土
）
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
る
。

第
二
次
調
査
で
は
、
金
堂
の
東
南
隅
近
辺
で
、　
〓

一世
紀
後
半
の
火
災
に
伴

う
焼
土
層
下
か
ら
削
暦
二
点
が
出
上
し
た
。
焼
土
層
は
金
堂

・
塔
の
周
辺
に

○

。
四
―
○

。
六
ｍ
の
厚
さ
で
雄
積
し
て
お
り
、
こ
の
下
に
は
粘
土

・
砂
互
層

堆
積
Ａ
が
あ
る
。

第
四
次
調
査
で
は
、
東
面
大
垣
東
側
の
石
組
溝
Ｓ
Ｄ
五
三

一
の
堆
積
土
上
層

か
ら

一
点
、
同
下
層
か
ら

一
点

（釈
読
で
き
ず
）、
同
溝
よ
り
約
二
ｍ
東
の
暗
灰

色
砂
土

（粘
土
・
砂
互
層
堆
積
Ａ
に
相
当
）
中
か
ら

一
点
、
計
三
点
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
五
三

一
は
東
面
大
垣
の
約
五
ｍ
東
に
あ
る
南
北
石
組
溝
で
、
伽
藍
東
部
の



基
幹
排
水
路
と
し
て
機
能
し
た
。
規
模
は
内
寸
法
で
下
幅
約
○

・
八
ｍ
深
さ
約

○

・
六
―
○

。
九

ｍ
。
先
行
す
る
創
建
期
の
南
北
溝
の
堆
積
土
を
切
っ
て
い
る
。

七
世
紀
後
半
に
掘
削
さ
れ
、
人
世
紀
中
頃
に
は
埋
没
し
た
。

第
七
次
調
査
で
は
、
南
門
の
南
方
を
流
れ
る
東
西
素
掘
り
溝
Ｓ
Ｄ
六

一
九
か

ら
四
人
点

命
つ
ち
削
婿
四
一
占
一
出
土
し
た
。
同
溝
は
山
田
寺
創
建
時
の
整
地
よ

り
も
古
い
遺
構
で
、
七
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
ま
で
機
能
し
た
。
規
模
は
上
幅

四

・
四
ｍ
以
上
、
深
さ
約

一
。
五
ｍ
。
正
方
位
に
対
し
て
東
で
北
に
約

一
二
度

振
れ
る
。
こ
れ
と
同
方
位
で
、
北
側
に
掘
立
柱
塀
、
南
側
に
素
掘
り
溝
が
並
行

す
る
。
二
本
の
溝
は
道
路

（阿
倍
山
田
道
の
枝
路
も
し
く
は
迂
回
路
）
の
南
北
両

側
溝
、
掘
立
柱
塀
は
道
路
と
北
側
の
施
設
を
区
画
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
木
簡

は
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
六

一
九
の
北
岸
か
ら
集
中
的
に
出
土
し
た
。

第
八
次
調
査
で
は
、
宝
蔵
Ｓ
Ｂ
六
六
Ｏ
Ｂ
の
基
壇
上
面
か
ら

一
点

（本
誌
第

一
三
号
②
）、
宝
蔵
西
側
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ
六
六
四
Ｂ
か
ら
六
点
、
宝
蔵
西
北
隅
よ
り

北
西
約
五
ｍ
の
地
点
で
黒
灰
色
粘
質
土

（粘
土
・
砂
互
層
堆
積
Ａ
に
相
当
）
か
ら

一
点
、
計
人
点
出
土
し
た
。
宝
蔵
基
壇
上
で
は
、
他
の
収
蔵
品
と
と
も
に
散
乱

し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
西
側
雨
落
溝
で
は
、
瓦
や
建
築
部
材
な
ど
と
と
も
に
黒

灰
色
粘
質
土
に
覆
わ
れ
て
い
た
。
本
来
は
い
ず
れ
も
宝
蔵
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た

も
の
が
、
宝
蔵
倒
壊
に
よ
つ
て
周
辺
に
埋
も
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一　
第

一
次
調
査

ω

　

「
三
□
　
　
□
□
□
□
口
‐十
日

　
　
　
　
　
　
∞契

８
益

ｏＦ

隅

×
〓

×
］

Ｐ

Ｐ

　

４８

①
②
は
ほ
ぼ
同

一
地
点
か
ら
出
土
し
た
。
法
量

・
形
状

・
材
質
と
も
に
き
わ

め
て
よ
く
似
て
い
る
。
い
ず
れ
も
下
端
は
二
次
的
切
断
か
。

一
一　
第
二
次
調
査

ω

　

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ盟

こ
の
他
に
も

一
点
削
婿
が
出
土
し
て
い
る
が
、
釈
読
で
き
な
い
。

〓
一　
第
四
次
調
査

溝
Ｓ
Ｄ
五
三
一
堆
積
土

（上
層
）

〔第
力
〕

□
□
□
　
□
』
□

□
　
□
負
薩
』

(2)

田寧
カ

lu

(1)

□

不日
□ □

。　
　
□

　

（左
側
面
）

暗
灰
色
砂
土

②

　

「浄
土
寺

経
論
司

ω
は
上
端
折
損
、
右
側
面
割
れ
。

含

酌
９

×
（
Ｐ
９

×
∞
　

ｏ
∞
Ｐ
　

５
ω

ぐ

じ

×
］
Ｐ
×
∞
　

ｏ
ｏ
解
　

５
②

一
次
墨
書
を
削

っ
て
二
次
的
に
墨
書
し
て



釈文の訂正と追加

五 (5)
赤外線写真

五 (6)
未外線写真

い
る
。
表
面
最
下
部
と
左
側
面
は
一
次
墨
書
の
削
り
残
し
。
②
は
題
畿
軸
の
頭

部
。
軸
部
下
端
は
折
損
す
る
。
『報
告
』
刊
行
後
に
赤
外
線
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

を
用
い
て
再
検
討
し
た
結
果
、
「浄
土
寺
」
と
釈
読
で
き
た
。
「土
」
の
字
形
は

「土
」
で
あ
る
。
な
お
、
浄
土
寺
と
は
山
田
寺
の
法
号
で
あ
る
。

第
七
次
調
査

，
日几
亜
心亜
心

〔
γ
野
〕

。
□
身
身
□

□
□
□〔為
力
〕

城
城
城
城

〔
城
歳

城
力
〕
　

〔
城
力
〕

□
城
□
城
城
城
□

（Ｆ
ｅ
×
怒
×
∞
　
８
の
　
１２
ω

ｏ
Φ
Ｐ　
・２
ω

ｏ
Φ
μ　
‐２
０
⑥

「城
」
字
を
連
書
す
る
削
暦
は
、
残
画
か
ら
推
定
で
き
る
も
の
も
含
め
る
と

入
点
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
材
質
と
書
体
が
よ
く
似
て
お
り
、
同

一
の
木
簡
か

ら
削
り
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
①
は
本
誌
第

一
二
号

９
０
で
あ
る
が
、
接
合
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

五
　
第
八
次
調
査

溝
Ｓ
Ｄ
六
六
四
Ｂ

三 (2)
赤外線写真



Eコ

匡 コ

□□

響縦  □鞭単
姿福1く

聾§縮4k翠+
<単韓制

蝉

□
郎櫂理 1輪 □

□

ロトEコ

蝉ヽ
瑾□□□鞭 1競

猟観中群キ |

〔H 響ぺ〕
蟹日即維□□□

(2)

Eコ
匡コ

Eコ
□

□

□

□   匡コ
Eコ 匡コ
匠コ

匡コ

Eコ
□   Eコ
I     I
I   I
1    1
1    1
1    1
□   □
□瀾際□ □
〔ヽ 課〕

イ     I
□□□謙雪糾□

I    I
Eコ
匡 コ

|    |

|    |

餅!1囀囃薄菖貯

□◆□□41ttHI

囃甫当辞鵠

□□ rHV4tt

課瀾障
「□詳□□

韓口||■油目□

匡コ

□□
〔半蔀〕

□◆
〔ヽ Elt〕

面□

課瀾
油目命〉トロ

□□輔匠コ

□璃課
|   |
|   |

|   |

1   1

鰈目□□

赳灘郡□

と�目金)|

(1)

ａ
ハ巻
〕

□
□
　
口
□
□
回
口
□
四
月
十
四
日
日
□

日
Ｈ
日
□

口
Ｈ
日
日

Ｈ
日
Ｈ
□

ぬ
刷
捌
耐
Ｆ
日
□

〔
一
部
〕

疏

一
部
　
　
　
　
判
比
量
論

一
巻

弘
仁
二
年
十

一
月
十
六
日
充
義
勝

□

一
巻
借
慈
忠

許

昨

十
七
日
影

ッ

臼

詳

知
倉
人
乙
人

疏
十
四
巻
　
側
法
師
之

知
倉
人
持
成

〔
成
業
論

一
巻
〕

□
□
□
回
□

　

　

同
□

□
輪
論

一
回

　

　

口
□

〔巻
力
〕

□
論
廿
八
巻

｛対
刊
Ｐ
　
□
慈
忠
禅

知
義
勝
　
　
　
　
旦
上
十
七
□

八
月
十
三
日
口
□

命

∞
９

×
６

ｅ

×
ヽ
　
ｏ
∞
Ｐ

（
心

じ

×

含

滓

９

×
∞
　
ｏ
盟

＼
1    1

襲憚型□ 1紳ば□
〔熱ぺ〕

□□□益穏 К肝
〔ltIR骰ミ〕

1      1

課瀾際

Eコm>■瀬□灘>職翠
□□□…□餅||□
〔単II目 鶏〕 〔単義〕

・３
０

」・３
ω

夫
同
二
年
十

一
月
甘
六
日
下

目
代
光
厳
　
主
録
□
□

250
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*=旧号の釈文を改めないもの。
※12号(5X61は接続が判明した。

251

(4)

□□□□

餅目□Hl「

||□   け

□□□

□口□

□|1鞭回鞭

×

溢|        |
目|        |

苫F I

(3)

試譜留F

II単

謎□撲諜哄□ |||
E当コ]

糾EEl l十油国 □
引洲W餅十剤訓油
爺雪課町 El設■れ国

引洲■餅>馴訓油□

餅

□□HI・群□||1口

①

　

　

一二
月
廿
五
日
下
□
□

□

〔月
ヵ
〕

回
上
回
口
Ｈ
Ｈ
回

黒
灰
色
粘
質
土

Ｇ

じ

×

命

ｏ
じ

×

卜
　

ｏ
∞
解

含

卜
つ

×

合

９

×

卜
　

ｏ
曽

含

∞
９

×

含

じ

×

卜

　

ｏ
盟

〔
同
月
ヵ
〕

。　
。「剛荊齢
剛姐に浴中一対辟祖錮
日出分

。
「　
　
　
　
　
口
喜
Ｙ
□
　
　
　
　
　
（］こ

巡
授
ｏ
常
ｏ
ｌ３
０

⑭
は
本
誌
第

一
三
号
お
よ
び

『報
告
』
で
は
宝
蔵
基
壇
上
面
出
土
と
し
て
い

た
が
、
宝
蔵
の
周
囲
を
め
ぐ
り
、
北
西
方
向
に
排
出
し
た
雨
落
溝
の
下
流
に
あ

た
る
位
置
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

８
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『山
田
寺
発
掘
調
査
報
告
』
全
一〇
〇
二
年
）

同

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
　
一
一〇
〇
四
』
全
一〇
〇
四
年
）

同

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
人

（一
一〇
〇
四
年
）

（竹
内
　
一元
）

木簡番号対照表

渓 『報告』
木簡研究
I日号 本号

第 1次
未 載 未 載 ― (1)

禾 載 未載 ― (2)

第 2次 未 未 載 二(1)

第 4次
5f}(1) 三(1)

5号(2) 三(2)

第 7次 12彊|(1) 四 (1)

④ 12弓チ(2) *

未 載 12うす(3) *

④ 12巧≡(4) 四(2)

未載 12ユ 5)
四(3)

ζ 12号(6)
12ユ 7) *

未 載 12コ 8) *

第 8次 13ユ 1) 五 (7)

131子 (2) *

13号 (3) 五(1)

13→チ(4) 五 (2)

131妻 (5) 五 (3)

未載 五 (4)

D 未載 五 (5)

未載 未載 五 (6)




